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【問題と目的】保育現場においては,特別な配慮を要する子どもの保育や発達支援が課題となっている。しかし=保育者養成

校 (以下,養成校)に おいては,学生指導における発達支援の実践力に対する客観的な評価が行われていない。そこで本研

究では,保育士や幼稚園教諭を目指している学生に対 して行動理論に基づく講義と演習を行い,学生の指導スキルと省察記

録の変化を客観的に評価することで,養成校における効果的な講義と演習の在り方について検討を行つた。

【方法l学生 2名が,行動理論に基づく講義とVttRフ ィードバックによる演習を受講した。その後,幼稚園で不適切行動を示

す幼児1名 (以下,対象児)を対象として,不適切行動の改善を目指した個別指導を行った。そして,シ ングル・ケース実験

計画法に基づき,介入前後の対象児の標的行動と学生の指導スキル,省察記録の変化について効果量を算定し,査定を行つ

た。

【結果l対象児の標的行動は増加が認められた。しかし,不適切行動は変化が認められなかつた。また,学生の指導スキルは

7つのカテゴリーのうち3つのカテゴリーで肯定的対応の増加が認められた。省察記録では4つのカテゴリーのうち3つのカ

テゴリーで肯定的な変化が認められた。

【考察】行動理論に基づく講義と演習は,幼児の不適切行動に対する学生の指導スキル向上と肯定的省察を増加させた。一

方,学生は,対象児の不適切行動の先行刺激に対する指導スキルの獲得と機能分析の理解に基づく支援が困難であつた。し

たがつて,講義と演習による学生指導においては,内容に対する段階的な評価方法の構築が必要であることが示唆された。

【キーワード】保育者養成,不適切行動,行動理論,指導スキル,省察

I.問題・目的

近年,保育現場において,特別な配慮を要する子ども

の保育や発達支援が課題となっている
1)。

幼児期初期で

は診断名の有無にかかわらず不適切行動が共通している

ことがあり,子 どもの行動の背景にある発達的特徴を捉

えた支援を進めていく必要性がある
"。

上記のような専門的知識と技術の獲得は,保育者養成

校 (以下,養成校)における保育士資格取得科目である

「障害児保育」で学ぶ内容として位置づけられている。

「障害児保育」は,平成22年の「保育士養成課程等の改

正 (中間まとめ)J3)において,単位数が変更され必修科

日となった。その理由として「保育現場における障害の

ある子どもの増加や障害の多様化等を踏まえ, より専門

1)新潟青陵大学
2)長野県飯田養護学校

的な学習が必要となっているからである。特に発達障害

及びその疑いのある子どもや保護者への支援も含め,保

育現場での適切な対応を習得するため」としている。

養成校では,単位数の増加以前から,障害のある子ど

もの保育に対する教授方法の充実が指摘されていた 。゙

また,新任の保育者が養成校で学びたかった内容として

も,教育や保育の場で有効に活用できる子どもへの具体

的なかかわり方であることが示されている
5)。
しかし,

「保育士養成課程」の変更後においても,「障害児保育」

科目の履修だけでは,子 どもの障害のおおまかな特徴を

理解するに留まり,現実的な保育の対応や知識には及ば

ないと指摘されている。。以上のように,養成校におい

ては,本郷他"が指摘したように発達支援に必要な技術

の獲得や具体的な方法論,それに基づく実践力の客観的

な評価がなされていないのが現状である。一方,保育現

場においては,発達障害のある幼児への保育者のかかわ

りに関する専門性の獲得が急務の課題とされてきた
つ。
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そして,解決のための効果的なプログラムの開発がすす
められてお り,TEACCHプ ログラム,感覚統合療法 ,

応用行動分析, ソーシャルスキルトレーニング等の方法

論が実践されている°。なかでも保育現場においては,

応用行動分析によるアプローチが成果を示しており",
行動理論に基づく機能的アセスメントの研修プログラム

の有効性が示されている
10・

"。

上述する研修プログラムは,保育者の支援スキルの向
上と対象児の行動に望ましい効果が得られることが示さ

れてお り,明確なエビデンスが示されている10・
"。
ま

た,行動理論に基づく研修プログラムは,発達障害児だ

けでなく,不適切行動を示す乳幼児への対応や保護者 ト
レーニングとしても適応されている

19。
以上の先行研究

による知見から,行動理論に基づ く研修プログラムは,

養成校における学びに効果的であり,子 どもへの具体的
な指導技能を向上させる可能性があると考えられる。し

たがって,本研究では,養成校の学生を対象として行動
理論の講義と演習を取り入れることとした。さらに,保
育者としての専門的成長を促すために必要不可欠である

省察
141に
着日し,その変容を査定することとした。

省察とは, 日々の子どもの姿を謙虚に受け止め, 自己

内の対話を積み重ねていく過程である
l'。
省察に着目し

たことには,以下の理由がある。保育者としての成長に
ついて従来着目されてきたのは,カ ンファレンスと省察
であった“

)。 これまでも,保育実践に対するカンファレ
ンスは省察を促すことに寄与しており, 自身の子どもへ

のかかわり方の特徴を捉えなおすことができることが示

唆されている
1つ
。山川

1°
は,新人保育者の「気になる

子」の保育に焦点を当て,振り返り・省察の観点から専
門性の向上の過程について分析している。この結果によ

れば,「気になる子」の保育は1年 目の新人にとって精

神的な苦痛を味わうが,その後の省察や思考の変容が見
られることを示唆している。また,谷川И)は ,新人保
育者は,省察のプロセスを経て,問題状況を解釈し,実
践への取り組みの姿勢に変容が見られるとしている。

このように,子 どもへのかかわりに対する省察は,保
育者としての成長に大きく寄与する。しかし,保育者が
自己を捉える省察やカンファレンスについて,数値化さ
れた量的な分析が行われていないことが課題とされてい

る1"。 このことから本研究においては,演習と講義によ
る学生の知識・技術に加え,学生の省察記録を客観的に

評価し,効果の検証を行うこととした。効果の検証に
は,シ ングル・ケース実験計画法を用いた注1)。 シング
ル・ケース実験計画法は,介入前後のパフォーマンスを
量的に査定することができることから,現在では臨床や
教育の場において広く用いられている20。 そこでは,対

∫9“ Fr7α′グ

象者の所定の行動に対して測定を継続的に行い,操作が
導入されていない基礎的条件下での所定の行動と操作導

入期の行動パフォーマンスが比較される。また,それぞ
れに対応した時系列上のデータとして同一図表上に表現

することが可能であり,個体の行動パフォーマンスを比

較することが可能である
21)。 これまでも, シングル・

ケース実験計画法の時系列データは,数々の効果量に
よって客観的に評価されている

2'。
本研究では,高橋・山

田
2"が
示 した2つ の効果量 (PND,ESttBS2)を 算出し

た。PNDは客観的でわかりやすい指標である注
"。
しか

し,単一の指標で効果を検討するのではなく,様々な指
標を組み合わせて効果を分析することが求められている

2"。

そこで,本研究ではより高い客観的指標を得るために平
均値差に基づく効果量であるES BS2の算出を行った注め。

以上の効果量を算出し,学生と対象児の変容を客観的に

検証し,講義と演習の効果を検討した。
以上より本研究では,養成校の短期大学生 (以下,学
生)2名 を対象として,不適切行動を示す幼児の指導ス

キルの向上を目指した行動理論に基づく講義と演習を行

い,不適切行動を示す幼児の行動変容と学生の行動理論
に対する知識量,不適切行動を示す幼児への指導スキ
ル,省察に及ぼす効果を検証した。そして,以上の検証
を踏まえ,養成校における効果的な講義と演習の在り方
について検討を行った。

ⅡJ方法

1.研究参加者
1)対象学生

短期大学幼児教育学科2年 に所属している女子学生2

名を対象とした。学生は,第一著者のゼミナールを受講
しており, 自ら研究参加に応募した。学生は保育士資格

と幼稚園教諭二種免許状の資格取得を目指しており,保
育所,障害者支援施設,幼稚園において保育実習と教育
実習を終了していた。

2)対象児

介入当時,幼稚園年長クラスの男児 1名であった。出
生時や成育歴,乳幼児健診での指摘はなかった。幼稚園
では「困ったことがあっても訴えることができない」と

いった指摘を担任から受けていた。

来談時の母親は,幼稚園での指摘に加え,家庭におい

ても困った際に援助を求める言葉が少ないことや,食事
場面での落ち着きのなさを主訴としていた。本研究開始

時の生活年齢は,5歳 8か月で新版K式発達検査の結果
は,全領域9o,認知適応92,言語社会87であった。プ

S`λθθ′

Mc“″′
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BL期 前 BL期 TR期 TR期 後

時期 (月 ) 8  9 10  11  12

講 義 あ り な し

学生

へ の

指導

演 習

セ ッ シ ョ ン (回 )

評価  対象児  発達検査

実態把握 ,標 的行動 ,不 適切行動 の査定

な し 振 り返 り(日 誌 によ

る省 察 ,VTRに よる

フィー ドバ ック )

1234 5678910

行動観察 ,記録

学 生 KBPACl 指導スキル観察 , 日誌 KBPAC2

備 考 受理面接 指導計画作成 指導計画修 正

Figure l

ロフィールからは,言語面において状況を認知する課題

等で困難さが見られた。また,個別指導場面において

は,困難課題になると首を横に傾け無言で課題の遂行が

止まる,姿勢が崩れる行動が頻繁に見られた。幼稚園の

担任からは,課題や遊びの活動で注意集中が難しい,気
が散りやすいなどの情報が得られた。以上の情報を総合

的に考慮すると,対象児には,不注意傾向があると考え

られた。専門医からの医療的診断は,保護者の考えによ

りなされていなかった。

2.研究参カロに関する説明と倫理的配慮

参加者からは,研修で得られた個人情報,データの取

り扱いについては十分に配慮してもらうことの同意を得

た。対象児の保護者と学生へは,研究の目的及び方法,

参加・協力しないことでの不利益は生じないことを文章

および口頭で説明を行った。その内容に同意したうえで

本研究に参加した。得られたデータの流用はせず,管理

は十分に留意した。

3.実験計画および記録の分析

本研究では,講義と演習を導入する前をベースライン

期 (以下,BL期 ),導入後を介入期 (以下,TR期 )と
し,介入前後の時系列データを評価するABデザインに

よって学生と対象児の変容を査定することとした。AB
デザインは,学生への教育効果を除去する必要がなく,

対象児と学生の行動について,時間をかけずに比較する

ことができる利点がある。また,シ ングル・ケース実験

計画法は,評価に対する統計的方法が提案され,与えら

れたデータ情報を集約し,評価に用いることが可能であ

る23)。 現在は,時系列データに適用可能な効果量の研究

が行われてきている
22,2の
。以上の理由から,本研究では

高橋・山田
2"が
紹介する効果量を用いて,時系列デー

本研究の全体像

夕を客観的に検討することとした。

4.場面設定と研究機関

研究期間は,X年 7月 からx年 12月 の6か月間であっ

た。場所は,短期大学の附属機関である子育て支援拠点

で行われた。子育て支援拠点では,子育てに関する個別

相談が行われており,X年 7月 に受理面接と対象児への

発達検査が行われた。対象児は,月 2回 の頻度で 1回 1

時間半程度,幼稚園降園後に子育て支援拠点へ来訪し

た。合計 10セ ッションの臨床,学生への講義と演習は,

すべて子育て支援拠点で行われた。BL期 はX年 8月 と9

月であり,月 に2セ ッシヨンずつ行われた。TR期 は,X
年 10月 から12月 にかけてであり,同様に月に2セ ッ

ションずつ行われた。原則,1つのセッシヨンは4つの

課題からなる30分程度の学習であつた。学生2名 は,1
セッションに2つ の課題を担当し,交代で指導を行っ

た。

5.本研究の手続きと全体像

本研究で進められた手続きを,BL期前,BL期 ,TR
期,TR期後に区分し,各期に行われた学生指導,対象

児と学生の評価,指導の流れを,研究の全体像として

Fittre lに 示した。

6.講義と演習の内容
1)講義
Tablc lに講義のアウトラインを示した。講義内容は,

齊藤・菱田
H)を
参考として作成され,第一著者が講義を

行った。

2)演習

BL期 は,Figurc 2に示した記録用紙を用いて行動の分

析を行った。学生は,情報を収集して,X年 9月 にTablc
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Table l 講義のアウトライン

講義テーマ

三頂随伴性 (ABC分 析)

行動の随伴性

(正の強化,負の強化,弱化,消去)
行動に対する情報収集と操作的定義

不適切行動の機能

(注目の獲得 要求 逃避 感覚)
適切な行動を促すための技法 (プロンプティング &フ ェイ
ディング,課題分析と行動連鎖,トークンエコノミー法)
行動支援計画の作成 評価 修正

「行動」を定義し,弁別刺激 行動 強化刺激の 3つの関係について
説明した。

要求言語行動を事例として,正の強化,負の強化といった概念の
説明をした。

機能的アセスメントに基づく情報取集の方法について説明した。

また,架空事例から不適切行動の定義についての説明を行つた。
架空事例から,不適切行動の機能について説明した。

標的行動の形成に対する基礎的技法について,VTR事例を視聴し
ながら指導法の説明をした。

架空事例から行動支援計画を作成し,標的行動の形成を目標とし
た指導案の作成を行つた。作成された指導案は,第一著者が指導
し学生が修正した。

直 前 の きっか け

課題 提 示

困難 な課題

望ま しい行動

課題従事 ,言葉で

の援助要求

行動

課 題 の 遂 行 が 止

まる,離席 ,姿勢崩れ

代替行動

課題従事 ,言 葉以

外の方法での援

助要求

Figure 2.不適切行動の分析に用いた記録用紙

行動を維持 させ る

結果

賞賛

行動を維持 させ る

結果

か か わ りの獲 得

2に示すような指導計画を立案した。

各セッション終了後,厚生労働省29が示した保育所
における「自己評価ガイ ドライン」に基づき, 日誌と

VTR記録により指導の振り返りが行われた。
TR期では,第一著者と学生でカンファレンスを行い,
VTRに基づくフィードバックが行われた。

7.対象児の標的行動と不適切行動の変容についての評
価

対象児の不適切行動と標的行動は,保護者の主訴に基
づき,第一著者と学生が演習時に協議を行い定義した
(Table 3)。 さらに,Figure 2に 示 したシー トを用いて,

対象児の不適切行動の機能を推定した。その結果,対象
児は,困難な課題事態において不適切行動を生起させ ,

学生からのかかわりを得ていることが推定された。その

ため,標的行動は,望ましい行動と考えられる援助要求
行動とした。

行動の観察については,事象記録法を用いた。原則 ,

3～4つ の課題か らなる30分程度の学習時間を1セ ッ

ションとしており,1セ ッションに生じた行動について

記録を行った。

A児の不適切行動と標的行動については,第一著者と

臨床心理学を専門とする短大教員の2名がvTR記録を視
聴しながら独立して記録を行い,観察者間一致率を算出

保育者を目指す短期大学生への行動理論に基づく指導プログラムが不適切行動を示す幼児への指導スキル向上に及ぼす効果 : 31



Tab峰 2.学生が記録に基づき立案した指導計画

直前のきつかけに対する方略 行動に対する方略 行動を維持させる結果への方略

1 言葉だけでなく,ボタンやカードの提
示による援助要求行動を形成する

2 ヒントや質問の仕方の工夫
3 間違いは誰にでもあることを伝える

1 自分から他者へ援助を伝えることがで 1
きる

2

代替手段や言葉での援助要求ができた

時は褒める,や り方を教える

出来なかつたときは,援助の言動を待
つ,も しくは促す

TabЮ 3 対象児の標的行動と不適切行動の定義

対象児の標的行動 対象児の不適切行動

ボタンを押して援助を要求する

カードを提示して援助を要求する

言葉で「おしえてJと援助を要求する

無言で指導者を見る

首を横に傾けて,課題の遂行が止まる

無言で,課題の遂行が止まる
課題の遂行が止まり,姿勢が崩れる

課題の遂行が止まり,手遊びをしたり他の教材で遊んだりする

丁able 4.学 生の適切な指導スキルの定義

カテゴリー

強化・強化子  ①標的行動の後に褒めたり認めたりしている
②不適切な行動の後に,毅然とした対応を取つている

③出来たことにシール等の物などを使つて認めるなどの工夫をしている (トークンエコノミー法)

プロンプト ④ことばだけでなく,ジェスチャーやカード,わかりやすいようなヒントを提示している

⑤指示を出す際に,子どもが注意集中してから課題の教示を行つている

⑥ヒントの後に正反応が生起している

⑦課題に対する逸脱に対して,課題場面に戻す,または,課題の遂行が継続するようにその場にとどめておく

した。その結果,不適切行動については833%,標 的行

動は856%の一致率であり,一定の信頼性が保たれてい

るものと判断した
20。
さらに,指導スキルの変化に関す

る効果判定は,単一事例実験計画の効果量2"を参考と

し,PNDと ES BS2を 用い,効果量の「効果の大きさ」
の解釈基準

2"を
用いて効果判定を行った。

8.学生の行動理論に関する知識量の変化についての評

価

KBPAC2つ は,行動分析に関する知識を測定する目的
で作成された質問紙であり,行動分析に関しての トレー

ニングを受けた者は,一般の人々と比較して高い得点を

得ることが示されている
20。
本研究では,ICBPAC簡 略

版
2"の
日本語版への回答を学生に依頼した

注の。学生へ

は,指導開始前後において実施し,評価を行った。効果

判定は,対応のある′検定で評価を行った。

9.学生の指導スキルの変化についての評価

学生の適切な指導スキルの定義は,上野・高浜・野呂30

が作成したカテゴリーを用いた。上野他
30の
指導スキ

ルの定義は,Kocgcl,Russo,&Rincovcfl)に より作成さ

れ,一定の妥当性が確保されている。本研究では, さら

なる適合性を考慮し,有川3"の肯定的支援行動を参考
として学生の適切な指導スキルの定義を行った (Table

4)。

カテゴリーは,「強化・強化子」,「プロンプト」の2

カテゴリーと7つ の項目から構成された。「強化・強化

子」では,子 どもの標的行動が生起した際に,適切な強

化子の提示を行い,子 どもの反応に効果があったと判断

した場合に「肯定的対応」と評価した。一方,子 どもの

標的行動が生起した際に,強化の提示がない,子 どもの

反応に効果がなかったと判断した場合に「否定的対応」

と評価した。また,不適切行動についての対応では,子
どもの不適切行動を減少もしくは除去させる対応につい

て「肯定的対応」と評価し,増加させる対応については

「否定的対応」と評価した。

「プロンプト」では,標的行動の反応前や,子 どもの

標的行動が未獲得である場合にプロンプトを提示してい

るかで評価を行った。子どもの反応に合わせてプロンプ

トの遅延やフェイデイングを行い,標的行動の生起に効

果があったと判断した場合に「肯定的対応」と評価し

た。一方,子 どもの標的行動の生起に対して,過剰なプ

32 :学校メンタルヘルス Vol 19,No.1 2016
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Table 5 日誌の記述から得られた学生の省察

カテゴリー 〈記述数〉 日誌の記述例

I 具体的なかかわり方の発見と子どもの変化 (32〉
1 具体的な援助方法の発見 〈16〉

2 子どもの行動の予測 (lo〉

3 具体的なかかわりによる子どもの変化 〈6〉

Ⅱ 子どもの問題行動の対応への省察 (25〉
1 子どもの行動のきつかけに対する対応 (11〉
2 行動の結果に対する対応 〈14〉

Ⅲ 援助に対する否定的な捉え (21〉
1 援助方法への戸惑い (13〉

2 子どもの否定的な捉え 〈8〉
Ⅳ 子どもとのやりとりに対する手こたえ 〈13〉
1 自身の気づきへの自信 〈8〉
2 かかわりに対する肯定感 〈5〉

課題とは異なる玩具を気にし始めた時,注意せずにすぐに課題に集中する
ことを促した。

姿勢が崩れる時は,その場ですぐに声をかけると切り替えがスムーズにな
ると感じた。

キャラクターシールを取り入れたら,説明をよく聞くようになったように
感じた。

指をさしてヒントを出すけれども,示 した場所が曖昧でわかりにくかった。
姿勢が崩れてしまうような姿が見られたが,それに対して注意することが
できなかつた。

課題が止まつてしまう時があり,その時にどのような声をかけたらよいの
かが分からなかつた。

説明をする前に課題に手がいつてしまい.子どもの気持ちがわからなかつた。

自分自身の声がけのレパートリーが広がつたことに驚いた。
「よくできているよ」と自然に褒められるようになったことを実感した。

ロンプトや不適切行動の増加,課題遂行を遅らせる対応
については「否定的対応Jと評価した。各セッションの

「強化」と「プロンプト」に関する「肯定的対応Jの生
起率は,「肯定的対応/(肯定的対応+否定的対応)×
100」 で算出した。

上記の定義に従って,指導場面における学生の行動を
第一著者と臨床心理学を専門とする短大教員の2名 が

VTR記録を視聴しながら独立して記録を行い,観察者
間一致率を算出した。その結果,一致率は83.4%で あっ
た。したがって,本研究の分析対象となる記録は,一定
の信頼性が保たれているものと判断した

20。
指導スキル

の変化に関する効果判定は,PNDと ES BS2を 用い,効
果量の「効果の大きさJの解釈基準20を用いて効果判
定を行った。

10.学生の省察記録の時系列における変化についての
評価

学生は,保育所における「自己評価ガイドライン」に
示された自己評価方法に従い,実践と省察に基づく記録
を行った。自己評価の情報をもとにBL期 とTR期 の間
の変化を捉えるため,収集した記録データについてIcJ
法を用いて分類し,カ テゴリー化を行うこととした。

臨床心理学を専門とする短大教員 1名 ,保育原理を専
門とする短大教員 1名 の2名 により,省察記録に関する
分析を行った。得られた分類結果の妥当性を高めるため

に,発達臨床心理学を専門とする大学教員 1名 が加わ
り,再検討を行った。そこで得られた結果を最終的な分

BL期
行  30.
動    |

農 251
度   |

020   ハ
151         メ

lo l        メ

|ム″A・・ヽぜ

0 -

一
醜 求行動

セ ッ シ ョ ン (回 )

Figure 3.対象児の不適切行動及び援助要求行動

類結果とした。その結果,Table 5に示 したカテゴリー

に分類された。

BL期 からTR期 にかけての自己省察の記録の特徴を検

討するために,分類した大カテゴリーを構成する記述数
の変化を検討することにより効果判定を行った。効果判

定には,PNDと ES BS2を 用い,効果量の「効果の大き
さ」の解釈基準

2Jを
用いて効果判定を行った。

Ⅲ.結果

1.対象児の標的行動と不適切行動の変容についての評

価

各セッションにおける対象児の不適切行動及び標的行

動の頻度をFigurc 3に示した。各条件期における平均値

、日

竜́ ぎ́
′

保育者を目指す短期大学生への行動理論に基づく指導プログラムカン鑓軌府動を示す幼児への指導スキル向上に及ぼす効果



丁able 6.学 生の指導スキルにおける肯定的対応の害1合

条件期 BL期 TR期

セッシ∃ン 10

①標的行動の強化

②不適切行動後の対応

③指導上の工夫

④ことば以外のプロンプト

⑤課題への適切な教示

⑥プロンプト後の正反応

⑦逸脱,課題遂行維持への対応

197

00

250

815

225

815

250

100

750

330

486

167

900

292

576

200

750

644

928

844

929

470

166

750

750

225

707

598

422

542

583

750

458

583

619

11 1     250

00    00

330     250

396    667

750      00

450    1000

225     200

862     292     969

542     542     292

833    1000    1000

833    1000    1000

708     91 7     929

1000    1000    1000

91 7    91 7    888

※単位は%

は,不適切行動 はBL期 で 100回 (D=5.4),TR期 で
7.7回 (SD=44)で あ り,標 的行動はBL期 で03回
(g)=05),TR期 で 17.3回 (SD=89)で あった。PND
は不適切行動で333,標的行動で loo.o,ES BS2は 不適

切行動で049,標的行動で297であった。PNDは不適切

行動で「効果小」,標的行動で「効果大」,ES BS2は 不
適切行動で「効果なし」,標的行動で「効果大」であっ
た。不適切行動において効果判定が下致しなかったた

め,ES BSlを 算出した。ES BSlは 0.44で「効果なし」

であった。以上より,対象児の不適切行動は変化せず ,

標的行動は大幅に増加した。

2.学生の行動理論に関する知識量の変化についての評

価

各条件期におけるICBPAC得点の平均値はBL期 で 125

点 (圧)=250),TR期で225点 (SD=050)であり,BL
期からTR期 にかけて10点の増加を示した。しかし,対
応のある′検定を行った結果 (′ (1)=5000,′ s),BL期

からTR期 にかけての得点の増加は有意ではなかった。

3.学生の指導スキルの変化についての評価
各セッションにおける学生の指導スキルについてのカ

テゴリー毎の肯定的対応の割合をTablc 6に示した。ま

た,肯定的対応の割合が増加した指導スキルに関するカ

テゴリー毎の肯定的対応の割合をFittrc 4に示した。こ

れから,それぞれのカテゴリー毎に学生の肯定的対応の

変化を見ていくこととする。

1)「標的行動への強化」

学生の「標的行動への強化」に関する肯定的対応の割

合 の平 均 値 は,BL期 で164%("=72),TR期 で
59.8%修つ=26.4)で あった。PNDは 1000,ES BS2は

2.26で あった。PNDは 「効果大」,ES BS2は「効果小」

であった。以上より「標的行動への強化」に関する肯定

的対応の割合は増加したといえる。

5   6   7   8   9   10

セ ッシ ョン(回 )

Figure 4 学生の指導スキルが増加したカテゴリーの肯定的対

応の割合

2)「不適切行動後の対応」

学生の「不適切行動後の対応」に関する肯定的対応の

割合の平均値は,BL期 で18.8%(D=37.5),TR期 で

380%¢ D=18.1)であった。PNDは 00,ES BS2は 076

であ り,PND,ES BS2と もに「効果 な し」であった。以

上より,「不適切行動後の対応」に関する肯定的対応の

割合の変化は認められなかった。

3)「指導上の工夫」

学生の「指導上の工夫Jに関する肯定的対応の割合の

平均 値 は,BL期 で29.0%("=46),TR期 で819%

(紗 =16.2)で あった。PNDは 100.0,Ettps2は 4.47で あ

り,PND,ES BS2と も に「効 果 大 」 で あ っ た。 以 上 よ

り,「指導上の工夫」に関する肯定的対応の割合は大幅

に増加したといえる。

4)「ことば以外のプロンプト」

学生の「ことば以外のプロンプト」に関する肯定的対

応の割合の平均値は,BL期 で591%(立)=187),TR

期で829%(圧)=145)であった。PNDは 59.0,ES BS2
は1.48であり,PND,ESps2と もに「効果なし」であっ

た。以上より,「ことば以外のプロンプト」に関する肯

定的対応の割合の変化は認められなかった。

定
的
対
応
の

害」
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Table 7.学生の省察記録におけるカテゴリー毎のコメントの数

TR周]BL期条件期

セッシ∃ン

かかわり方の発見と子どもの変化

援助方法の発見

行動の予測

かかわりによる子どもの変化

2

2

0

0

2

1

0

1

2

1

1

0

2

1

1

0

5

1

2

2

6

2

2

2

5

2

2

1

2

1

1

0

3

2

1

0

4

3

1

0

不適切行動への対応

行動のきっかけに対する対応

行動の結果に対する対応

3

1

2

3

0

3

2

0

2

3

2

1

3

2

1

否定的な捉え

援助方法への戸惑い

子どもの否定的な捉え

5

2

3

2

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

かかわりに対する手応え

気づきへの自信

かかわりに対する肯定感

|

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

5)「課題への適切な教示」

学生の「課題への適切な教示」に関する肯定的対応の

割合の平均値は,BL期 で285%(SD=32.4),TR期 で
694% CD=295)で あ っ た。PNDは 50.0,ES_BS2は

134で あ り,PND,ESttBS2と もに「効 果 な し」 で あ っ

た。以上より,「課題への適切な教示」に関する肯定的

対応の割合の変化は認められなかった。

6)「プロンプト後の正反応」

学生の「プロンプト後の正反応」に関する肯定的対応

の割合の平均値は,BL期 で79.1%(圧)=24.0),TR期
で856%("=17.8)で あった。PNDは 00,ES_BS2は
032で あ り,PND,ES BS2と もに「効果なしJで あっ
た。以上より,BL期からTR期 にかけて,学生の「プロ
ンプト後の正反応」に関する肯定的対応の割合の変化は

認められなかった。

7)「逸脱,課題遂行維持への対応」
学生の「逸脱,課題遂行維持への対応」に関する肯定
的対応の割合の平均値は,BL期 で24.2%(立)=39),
TR期で81.1%(圧)=158)であった。PNDは 1000,ES_
BS2は 5.03で あ り,PND,ES BS2と もに「効果大」で

あった。以上より,「逸脱,課題遂行維持への対応」に
関する肯定的対応の割合は大幅に増加したといえる。

4.学生の省察記録の時系列における変化についての評
価

各セッションにおける学生の省察記録についてのカテ

ゴリー毎のコメントの数をTablc 7に示した。また,学
生の省察記録において肯定的変化が認められたカテゴ

リーに属するコメント数の変化をFigwc 5に 示した。こ

セ ッシ ョン (回 )

Figure 5 肯定的変化が見られた学生の省察記録におけるコメ

ント数の変化

れから,それぞれのカテゴリー毎に学生のコメント数の

変化を見ていくこととする。

1)「かかわり方の発見と子どもの変化」

学生の省察記録における「かかわり方の発見と子ども

の変化」に属するコメント数の平均値は,BL期で20個

(SD=00),TR期 で42個 (Л)=15)で あった。また,

PNDは 83.3,ES_BS2は 236で あ っ た。PNDは 「効 果

小」,ES BS2も 「効果小」であった。以上より,「かか

わり方の発見と子どもの変化」に属するコメントの個数

は増加したといえる。

2)「不適切行動への対応」

学生の省察記録における「不適切行動への対応」に属

するコメント数の平均値は,BL期 で33個 (圧)=1.3),
TR期 で 2.0イ固 (圧)=0.9)であった。また,PNDは 333,

亀
　
　
″４
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メ
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ト
の
数
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）
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―
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ES BS2は 121で あ った。PNDは 「効 果小」,ES BS2は

「効果 な し」であった。両者の効果判定が一致 しなか っ

たため,ES BSlを算 出 した。ES BSlは 099で 「効果 な

し」であった。以上より,「不適切行動への対応Jに属

するコメントの個数は変化しなかったといえる。

3)「否定的な捉え」

学生の省察記録における「否定的な捉えJに属するコ

メント数の平均値は,BL期で4.3個 (SD=1.5),TR期
で07個 (SD=08)で あった。PNDは 833,ES_BS2は
334で あった。PNDは「効果小」,ES BS2は「効果大」

であった。以上より,「否定的な捉え」に属するコメン

トの個数は減少したといえる。

4)「かかわりに対する手応え」

学生の省察記録における「かかわりに対する手応え」

に属するコメント数の平均値は,BL期 で03個 (圧)=

0.5),TR期 で 2.0個 (紗 =15)で あ っ た。 また,PND
は 50.0,ES BS2は 1.51で あ っ た。PNDは 「効 果 小」,

ES BS2は 「効果 な し」であ った。両者 の効果判定が一

致 しなかったため,ES BSlを算 出 した。ES BSlは 350

で「効果大」であった。以上より,「かかわりに対する

手応え」に属するコメントの個数は増加したといえる。

Ⅳ.考察

本研究では,養成校の短期大学生を対象として,不適

切行動を示す幼児への指導スキルの向上を目指した行動

理論に基づく講義と演習を行った。そして,対象児の行

動変容,学生の知識量と不適切行動を示す幼児への指導
スキル,省察記録にどのような変化を与えるかを明らか

にし,その結果を踏まえて,養成校における効果的な講

義と演習の在り方について検討した。

その結果,対象児の標的行動には増加が認められた。
一方,不適切行動には変化が認められなかった。また,

学生の行動理論の知識量の変化は認められなかった。指

導スキルにおいては,「標的行動への強化J「指導上の工

夫」「逸脱,課題遂行維持への対応」の項目で肯定的対
応の増加が認められた。また,省察記録においても,学
生の肯定的な変化がみられた。その大カテゴリーは,

「かかわり方の発見と子どもの変化J「かかわりに対する

手ごたえ」の増加と「否定的な捉え」の減少であった。

したがって,行動理論に基づく講義と演習から対象児
への肯定的な捉えと実践への取り組みの肯定的な変化が

生じたと考えられる。以上の結果を総括し,対象児と学
生の行動の変容に対する効果と,養成校における効果的
な講義と演習の在り方についての方策を検討していく。

1.行動理論に基づく講義と演習における不適切行動を

示す幼児へのま旨導スキルの変化についての評価

本研究における行動理論に基づく講義や演習により,

学生の「標的行動への強化J「指導上の工夫」「逸脱,課
題遂行維持への対応」の項目で,肯定的対応の変化が認

められた (Figurc 4)。 同様に,対象児には援助要求行動

の増加が認められた。しかし,不適切行動は減少が認め

られなかった (Fittrc 3)。 上記の3つ の項目の学生の対

応の肯定的変化は,対象児の援助要求行動の増加を促進

した要因であると考えられる。肯定的対応の変化をもた

らした項目に共通する点は,強化・強化子に関する項目

である。つまり,対象児の標的行動を維持するために,
適切な強化を行うといった項目であった。対象児が新し

い行動を獲得した背景には,学生が行った肯定的対応の

うち,対象児への正の強化の増加が要因であることが推

察された。この結果から,学生にとっては,標的行動に

対する強化方法や別の強化スケジュールヘの移行,「指

導上の工夫Jであるトークンエコノミー法などが比較的

簡単に学べたと考えられる。

一方,効果が得られなかった項目は,「不適切行動後
の対応」「ことば以外のプロンプト」「課題への適切な教

示」「プロンプト後の正反応」であった (Tablc 6)。

この結果は,対象児が示す不適切行動に対する毅然と

した対応,先行刺ittに対する指導スキルの獲得が困難で

あったことを意味するものと考えられる。講義では先行

刺激に対してプロンプトを行う方法や課題分析を取り入

れた。しかし,プロンプトを呈示する方法は,対象児の

標的行動を制御するための直前の対応である。そのた

め,対象児の行動を即座に見極め,瞬時の対応が必要と

なる。また,課題分析による行動連鎖の指導において

も,対象児の予想外の行動への対応が困難であったと考

えられる。松崎・山本
1"の
研究では,保育者の先行刺

激に対する指導スキルは,安定した結果を示していた。
このことからも,保育者経験による基本的な保育技能と

先行刺激に対する柔軟な対応とが関連しているものと考

えられる。

もう一つの要因は,機能分析の妥当性である。対象児

は,標的行動の増加が認められたにもかかわらず,不適

切行動の減少が見られなかった。対象児の標的行動の強

化に対する学生の指導スキルは向上していることから,

上記の結果は,機能分析の妥当性における問題点である

と考えられる。これに関しては,BL期 におけるアセス

メント段階での情報が少なかったこと,対象児の環境変

数を実験的に操作する機能分析に時間を費やすことが困

難であったことが要因である。対象児の不適切行動に対

応するためには,正確で客観的な情報に基づく機能分析
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が必要であった。また,時間的な制約を考慮した場合 ,

幼稚園の担任からの情報収集が効率的であり,分析の妥
当性を高めたものと考えられる。以上のことから,効率
的で信頼できる情報の収集,不適切行動の機能の妥当性
については,講義における内容や情報収集の方法等を工

夫する必要がある。

2.省察記録から見られる学生の変化について
本研究では,中坪他1"が課題としていた省察記録に
ついて数値化を行い,量的な分析による効果査定を可能
とした。そして,「かかわり方の発見と子どもの変化」

「かかわりに対する手ごたえ」が増加 し,「否定的な捉

え」が減少したことを明らかにした (Figtlrc 5)。

本研究での実践は,学生にとって具体的な援助方法を
発見したり,かかわりへの自信や子どもへの肯定的な見
方を発見 したりする機会になったことが伺えた。学生

は,初期段階において,対象児と自身のかかわりに対し
て「否定的な捉え」をもっていた。しかし,演習をとお
して自身を客観的に振 り返る中で,否定的な感情が減少
したことが明らかとなった。谷川“

)は ,新任の保育者
が省察によって問題状況を解釈する枠組みの獲得と実践

への変容には,一定期間必要であることを示唆してい
た。本研究での実践は,肯定的な省察を促進したことを
意味するものと考えられる。一方で,「子どもの不適切

行動の対応への省察」では,肯定的な変化がみられな
かった (Table 7)。 この結果から,対象児の不適切行動
については,学生の対応を評価したうえで, どの段階で
問題が生じ,どのような認識を行っているかということ
との関連性を分析する必要がある。

3.効果的な講義と演習の構築に向けて

本研究では,学生の知識量の変化には有意差は見られ
なかった。この結果は,有川3"が指摘した,知識量の
増加と指導スキルの向上は一致しないといった結果と同

様であった。今後,知識と指導スキルの双方の向上を目
指すためには,講義で得られた知識を有効に活用するた
めに,演習によるフィードバック方法の手続き化が必要
である。また,手続きに基づいた自己評価表等を作成
し,学びに即した段階的な指導を可能とするツールの使
用も効果的と思われる。

本研究の参加者は,保育者と比較すると圧倒的に子ど
もとのかかわりの経験が乏しい養成校の学生であった。

したがって,柔軟な対応を望むのであれば, より実践的
な体験を積ませる必要がある。講義と演習においては,

どの段階で何が身についているのかといった段階的な評

価, どのようなスキルが身についていれば実践力に効果

灯9“
“
α′グ

が得られるかの査定方法のシステム構築が必要である。

4.本研究の限界と課題
本研究の限界として,講義と演習による指導プログラ
ムの課題について言及する。本研究の参加者は学生が2

名であり,実際の指導スキルと省察については一定の効
果が得られた。しかし,演習の過程において,実際に学
生が対象児とかかわった経験とフィードバックの方法の

どちらに影響を与えたのかについて明らかにすることが

できなかった。この点に関しては,演習内容に合わせた

簡便かつ厳密な指導手続きの作成,緻密な実験計画に基
づく研究が求められる。また,本研究では省察の変化を
客観的に示したが,省察の質的な変化が指導スキルの向
上にどのような影響を与えたかについての検証が行われ

ていない。省察の意味やその変化を支えた行為は何で

あったのかについての質的な検証を行い,今後の指導プ
ログラム作成に反映していく必要がある。さらに,プロ

グラムの有効性をより詳細に検証するために,今後は
フオローアップも視野に入れた包括的なプログラムの作

成および効果検討が必要である。

【注】

注1)シ ングル・ケース実験計画法では,独立変数の操作が導

入されていない基礎的条件下をベースラインといい,操

作が導入されていない条件での行動の反応傾向を確認す

る。このベースラインの測定により,何を臨床的問題と

みなすべきかを定め,処遇を施す前後を比較してクライ

アントの利益に結び付いたか否かを評価する大切な指標

が得られる3"。

注2)PNDは ,行動の減少を査定する場合,ベースライン期
データの最小値を下回る処遇期のデータ数を,処遇期の

データ数で割り百分率で表したものである。逆に,行動

の増加を査定する場合には,ベースライン期データの最

大値を上回る処遇期のデータ数を,処遇期のデータ数で

割り百分率で表す。

注3)ESIBS2は,ベースライン期と処遇期の平均値差を,各

期をプールした標準偏差で割った値である。

注4)KBPC簡 略版2'の 日本語版は,25の質問項目があり
(一問一点),4つの選択肢から1つ を選んで回答するよ

うになっている。その内容は,行動形成 (6項目),行動

除去 (6項 目),行動理論 (4項 目),行動分析 (3項 目),

行動維持 (2項 目),強化子 (2項 目),罰 (1項 目),環

境統制 (1項目)である。
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保育者を目指す短期大学生への行動理論に基づく指導プログラムカ

ー

を示す幼児への指導スキル向上に及ぼす効果
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A Nursery SchOolteacher Training Program'sE■ Lct on

JuniOr c01lege Students:Bchavior Theory lmproves
Teaching ofChildren wvith Bchavioral Problems

YuukiSAIT01)

Masaki DO12)

Abstract

[PrOblelms and Purposes]

In nurscry school偽 cilitics,caring lor and suPPOrting thc dcvc10Pmcnt OfChildFCnヽ VhO rcquirc sPCCial at―

tcntion has bccn cxtrcmcヶ challCngingo Howcvctt nurscry schooltcachcr training schools(training sch001s)

ha、rc nOt PcrfOrmcd ObiCCtiVc cvaluatiOns OfwOl‐ lccrs'practical abilitics tO PrO宙 dC dcvc10pmcntal suPPOrt in

student hstrucdon.■ us,h thぉ stutt wc apphcd lccturcs and Pracdccs bascd On bchⅣ iOr thcOrtt By ObiCC―

tiVCけ CValutting sclfrcncctivc rccOrds and challgcs in studcnts'tcaching sklls,wc cxaminCd cttct市 c ways of

providingiccturcs and PractiCal scnlinars at training schools.

[]Ⅶethod]

h studcnts attcndcd a lccturc bascd On bchaviOr thcOry and a practical scnlinar bascd On VTR icd―

back.A■ crward,thcy prOvidcd individualizcd training to a young child、 vhO had dcmOnstratcd inappropriatc

bchaviOr in kindcrgirtcn,tO improvc thc inappropriatc bchaviOL subscqucnttt chttgCS in thc childt targct

bchaviOrs bcfOrc and ancr intcrvcntion,thc studcnts'tcaching skills,and sclfrcncctivc rccOrds wcrc calcul`■ さd
and cv」uttcdbascdOn asinJc´ Casc cマ crimCnt」 dcsigl■ .

[Result]

■ c childも targctcd bchaviOr did incrcasc.HO、 vcvcL changcs in thc frcqucncy ofin,PprOpriatc bchaviOr

wcrc not found.NIIOrcOvcち 、vith rcgard tO studcnts'tcaching skills,POsitiヤ C rcsponscs incrcascd in thrcc Ofscv_

cn catcgorics,and Positivc changcs、vcrc obscrvcd in thrcc OffOur catcgorics for s91f_rcncctivc rccords.

[DiscussiOn]

Lccturcs and PractiCal scll■ inars bascd On bchaviOr thcory lcd tO imprOvcmcnt ofstudcnts'tcaching skius

お r a child、、rith bchaviOr7al prOblclns and PromOtcd studcnts'POSitivc sclf_rcncction.On thc Othcr hal■ d,stu―

dcnts had difttculty prOviding support bascd On tcaching skills acquircd to dcal、 vith tl■ c antcccdcnt stiinulus Of

thc childb inappropriatc bchttiOr md undcrstttding filnctiOn」 anaけsiS.■ is su"cStCd tllc ncccssity ofdcК l―

oping a mcthOd Ofgraduatt cv」 uating studcnt instructional contcnt bascd On lccturcs and Practical scminars.

Keywords:nurscry schooltcachcr training,bchaliOralproblcms,bcha宙 Or tl■cOry tcachil■gskills,sclf_rcncction
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保育者を目指す短期大学生への行動理論に基づく指導プログラムカ赫 動を示す幼児への指導スキル向上に及ぼす効果 : 39




